意欲の 窒息 
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数多の 農奴 を 所有す る 富裕な ロシアの 貴族で ある。 そ 

して 始終 彼 は、 毛布の なかに もぐりこんで、 微温と 微 

睡 とのうちに 時 を 過して いる。 何 かの 行動に 当面する 

と、 「何のた めに？」 という 考えが 最初に 出て くる。 「何 

も かも 面倒く さいご というの がその 結論で ある。 彼 

は 立派な 教育 を 受けて、 いろんな こと を 考えて はいる _ 

然し やがて、 何もかも 面倒く さくな つてし まう。 

「高尚な 願望の 与える 歓び も、 彼に 感じられな いので 

はなかった。 人類の 不幸 も 彼 は 見て いた。 時には 人間 

の 悲哀 を 想って、 心の底で 激しく 泣き叫んだ。 彼 は 云 

い 知れない 漠 とした 苦悩と 哀愁と を 感じた …… 。 温か 



過ぎ、 夕暮の 影が 寄せて くると、 ォブロ ー モフの 力 は 

次第に 弛んで くる。 霊魂の 嵐 は 鎮まって しまう …… 。 

血潮 は 血管の 中 を ゆるり ゆるり と 流れる。 ォブロ ー モ 

フは静 に 寝返り をして 仰向になる …… 。 隣家の かげに 

沈んで ゆく 華やかな 夕陽の 影 を 痛ましげ に 見送る。 I 

I こうして 彼 は 幾度、 沈み ゆく 落日の 影 を その 眼で 見 

送った ことであろう！」 

こうして 彼 は、 農民の 状態 を 改善 せんとの 意図 も、 

オルガとの 恋愛 も、 凡て を懶く 見送って しまう。 

もうこ こで は、 何 を 意欲す るか は 問題で ない。 意欲 

そのものが 必要な ので ある。 窒息した 意欲 を 蘇生 させ 



る ことが 必要な ので ある。 

人の 意欲 を 窒息させる 雰囲気 —— 他人の 労働の 上 に 

寄生して 不精 懶惰な 現状に 執着す る 裕福な 生活、 物質 

的な 快適さの うちに 耽溺して、 身 を 動かす こと さえ も 

億劫になる 生活 そういう もの は、 ォブ 口 — モフの 

時代に だけ、 農奴解放 以前の ロシアに だけ、 存在して 

いた もので はない。 現在に も 各種の ォブ 口 — モフが あ 

る。 

それにな お、 現代の ォブロ ー モフ は、 種々 の 新ら し 

い 衣 を まとって、 吾々 の 前に 立 現れて くる ことがある _ 



自分の 精神 を 導く ことの 出来る 人々、 本当に 思索す る 

人 々 、 即ち 思索した い - J と を 思索す る 人 々がいます… 

〜。 が 私と きて は、 大抵 は 河床です。 私 は 騒々 しい 流 

れを 感じます。 そして それ をた だ容れ てる だけです… 

〜。 而も 常に 容れ てる わけで なく、 氾濫す る こと さえ 

あります ご 

「私 は 自ら 選択す る ことが 出来ません。 さ迷って る あ 

ら ゆる 思想が、 私の 魂の 中に 逃げ こんで きます。 私に 

落ち かかって くる あらゆる 種子が、 私の 中で 芽 を 出し 

ます。 そのな かで、 私自身 は どこに 在る のか。 その 群 

集のう ちで、 どれが 私な のか …… 。 あらゆる それらの 



病根 は どこに あるの か。 没落 種族と いうよう な 宿命 

的な ところに あるので はない。 彼等が 住んで る 銀座 裏 

に ネオンサインが 跳梁して るよう に、 彼等の 生活に 感 

性 だけが 跳梁して、 そ のかげ に 生活 意欲が 萎微し 窒息 

してる と Y ろに ある。 

吾々 は あらゆる 意味に 於て、 強烈なる 意欲 を、 そし 

て潑剌 たる 生活 を、 要求したい。 そのために、 ォブ 口 — 

モフ を、 サ ラヴ アン を、 「魔 子」 の 人々 を、 排撃し なけ 

れ ばなら な い。 彼等から 来る 陰欝なる 影と 腐爛の 空気 

と は、 あらゆる 反動 や 保守よりも なお 一 層 文化の 進展 

を 邪魔す る。 彼等 は 日の 光 を 遮る 瓦斯で ある。 そこに 
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